

























































































































































































































































































































































































Mg P Ca Fe Cu Zn As Se
対照群
蒲^群
41．2±3．3
R7．8±0．2
498．1±35．6
T05．5±26．8
59．9±4．0
V1．6±3．4
420．4±22．8
S54．5±17．7
0 4±0．16
O 53±0．06
1．58±1．43
R8．56±1．96
2．92±0．17
R9．53±2．37
．31±0．16
k69±0．35
数値は1群3匹の平均値．単位：μg／m¢血液．分析装置：島津ICPV－1000
178 前橋　金属の生体影響一ヒ素に関連して一
ことがなかった複数の元素に対する作用や，元素
間の相互作用が明らかにされるようになるであろ
う．
お　わ　り　に
　金属の生体影響に関して，ヒ素を中心に述べた．
ヒ素といえばどうしても毒性を論ずることになっ
てしまうが，必須元素として価値をみいだそうと
する研究もある．ICP発光分光分析が注目される
のも，もっと広い視野に立った研究が望まれてい
るためであろう．このほか赤血球膜の浸透圧抵抗
に対する影響などについて，これまでいくつかの
報告を行ってきたが，これらについては別の機会
に述べたい．
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